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痛みとは 

 痛みは、皮膚を傷つけたときの痛み、手術後の創の痛みや、骨折した時の痛

みなどいろいろな種類があります。痛みがある身体の部位では、神経が緊張し

て、そのために、その部位の筋肉が硬くなり、血管も緊張します。するとその

痛みの場所は、血液の流れが悪くなり、痛みの部位に十分な血液が流れて行か

なくなります。血液の中には、酸素や栄養が含まれていますが、それらが痛み

のある所に行かなくなります。身体のあらゆる部分は生きていますから、痛み

の部分からの分泌物が、血の流れが滞ると、流されないのでたまってしまいま

す。その結果、それらの物質によって、ますます痛みが強くなります。 

 神経ブロックは、麻酔薬を神経のもとの部位に注射する事で、一時的に神経

を麻痺させ、痛みの伝わりを遮断する事を治療の目的とします。神経を遮断（ブ

ロック）すると、痛みの部位の筋肉や血管等の緊張がゆるみ、血の流れが良く

なります。そうなると、新しい血液が酸素や栄養を運んできますので、神経が

甦ります。この目的で神経ブロックの注射をくり返す事で、神経をはじめ、痛

みのため萎縮していた場所がたちなおってきます。 

 痛みは、外部からは見えません。痛みを持つ本人しか感ずることができない

ので、周囲の人々は、それをよく理解してあげなくてはいけません。痛みのあ

る患者さんには同情の心を持って接し、痛みを否定したりして、患者さんを苦

しめないように心がける必要があるのです。 

 



ペインクリニックとは 

 ペインクリニックのペインとは痛みのことで、治療は主に痛みのある部位に

関係した神経の近くに、少量の麻酔薬を細い注射針を用いて注射を行います。

注射の部位によっては、レントゲン装置を用いて、針の位置を確認しながら安

全に行います。他には、内服薬を用いることや、湿布薬を使用することもあり

ます。いずれも、いろいろな治療法を組み合わせて行い、更に麻酔の注射を何

回もくり返して行うことで治療の効果を良くしていきます。以上の治療法は、

治療する麻酔薬の効力を良く理解し、その治療の細かい技術を習得した麻酔科

医が行います。 

 その他にも、麻酔科医の仕事には大きな手術の際に麻酔器を用いて、全身麻

酔を安全に執り行い、その手術の終了後、全身の回復の状態まで導き、さらに

は、ペインクリニックと同様な方法を用いて手術の傷の痛みを取り除くことが

あります。精密な人工呼吸器や精度の高い自動血圧計や心電計、電子体温計を

使用し、患者さんの状態を観察しつつ、麻酔を安全に行うのです。手術の麻酔

は、いろいろな方法があります。麻酔科医は手術の前に、手術医と手術の方法

を相談し、患者さんのいろいろな検査結果を検討し、手術の際の出血に対応す

る方法も考えます。患者さんが生来の持病があれば、その病気への麻酔の影響

も検討します。そして、病室に出向いて患者さんを診察し、患者さんの希望も 

聞いて麻酔法を決定します。手術の当日は、患者さんより先に手術室へ行き、

その部屋に設置してある高級外車なみに高価な、そして精密な全身麻酔器の沢

山あるメーターや、操作するつまみの具合、酸素を含む麻酔関係のガスの出具

合など正常に使用できるか点検します。つづいて沢山ある麻酔時に使用する機

材の点検、使用するいろいろな薬の点検、たくさんの種類の注射器の用意、長

時間の手術に患者さんの身体が耐えられるように補給する薬剤の点検を行いま



す。そして、手術患者さんの到着を心静かに待ちます。患者さんに麻酔をかけ、

手術医に手術許可を与えてから長時間にわたる手術が終了するまで、担当の麻

酔科医は手術患者さんの頭部の位置（頭部の手術の時には腰部の位置）に付い

て患者さんの麻酔が深くならないよう、また、浅くならないように全身麻酔器

を操作し、血圧、呼吸、体温その他全身状態を付ききりで、片時とも離れず管

理し続けます。また、手術中の出血にも対応し、水分補給をし続け、長時間の

手術が終了した時には、無事に麻酔が覚めるように操作せねばなりません。長

時間の大手術の終了後が、重症患者用の集中治療室に患者さんを移して、集中

治療室係の麻酔科医が手術医と共に、大手術で体力の低下した患者さんの血圧、

呼吸、体温、水分補給、手術後の出血、手術の傷等の手当や管理を昼夜続けて、

一般の病室に戻れるよう、体力の回復するまで連日行います。 

  

お産にも貢献 

お産は、昔は苦しんで生むほど、良い子が生まれると言われましたが、医学的に

はそれは良い事は何もありません。強い陣痛時、母体の血圧は急上昇し、産婦の

顔色は紅色になり、脈は早くなり、脈の数は急に増加し、呼吸は荒く大きくなり

ます。これは、母体の心臓や肺に大きな負担がかかっている証拠で全身マラソン

をしているようなものです。それは同時に体内の赤ちゃんも「へその緒」でつな

がっているのですから、そこにも大きな影響が現れます。これは生理学的にも何

も良い事ではありません。できたら、安らかにお産を安全にしたいものです。こ

こにも麻酔科医の登場の「場」があります。妊娠している母体と胎児に関する学

問知識と麻酔の理論と技術を持った産科麻酔科医が立ち会えば、安全で、陣痛も

和らげ、母体にも胎児にも良いお産ができます。ですから、理想的には妊娠初期

から、産科専門の麻酔科医の診察をうけ、体調の変化に合わせた無痛分娩の方法



を検討します。そして、専門の麻酔科医が立ち会い、産科医と共同して、手術の

時と同用意、血圧、呼吸、体温、出血、その他の厳重な管理のもとに麻酔が行わ

れ、安全で痛みの和らいだ、母子ともによいお産をしたいものです。以上のよう

に、ここでも麻酔科医が活躍しています。 


